
［ The Last Pig ］
感受性を持つ存在でありながら殺める力を持ちあわす――人間として生きるとはどういうことなのか。
The Last Pigは、豚を屠殺し続ける年月に終止符を打とうとする一人の農夫の生きざまを追い、
美しい自然とともに叙情的に語りかけ、観る者をとらえ、熟考へといざなう。
内からにじみ出る思いを静かに語りながら、農夫は「死を扱う商売」に従事することについて、深まる葛藤をうちあける。
ストーリーが展開するにつれ、農夫の葛藤は私たちの葛藤となる。
The Last Pigは、ひとりの人間が屠殺場の領域を超えた道筋を見出す重要な一年をとらえた、詩的なスナップショットである。

＊ヴィーガン…動物の生命を犠牲にしないよう、植物ベースの食事をしたり、
　　　　　　 毛皮や皮革などの衣服等を身につけたりしない人のこと

岡田千尋さんプロフィール
1978年静岡県生まれ。2001年からアニマルライツセンターで調査・キャンペーン・戦略立案
などを担い、2003年からアニマルライツセンター代表理事。全国のアニマルライツ活動の
ネットワークづくりや、衣類や食品として扱われる動物、動物園や水族館など娯楽に使われる
動物を救うための活動を行う。2005年からの毛皮反対キャンペーンでは、10年間で日本の
毛皮消費量を80％減少させてきた。ヴィーガンでエシカルな情報発信サイト『Hachidory』
（http://www.hachidory.com/）の運営も行っている。

お問い合わせ先
■札幌上映会事務局
　〒003-0022　札幌市白石区南郷通12丁目南3-3-201 カタラン菊之進　TEL（080）4040-5699  kick@orange.plala.or.jp
■認定NPO法人アニマルライツセンター
　〒150-0042　東京都渋谷区宇田川町12-3-1009　TEL（03）3770-0720  FAX（03）4540-4049  URL http://www.arcj.org

［ ごはんにされる動物たちのお話 ］
牛さん豚さん鶏さんなどごはんにされる動物たちも、本来は、犬さんや猫さんのようなコンパニオンアニマルと同様に、豊かな感情世界
をもって生きています。しかし、彼らはどのようにして生まれ、どんな生活を強いられ、成長させられ、そして殺されるのでしょうか。私た
ちが彼らの体を食べるということは、私たちの健康や地球環境にどのような影響を与えているのでしょうか。私たちには知らないこと、知
らされていないことがたくさんあります。そこで、動物の福祉と権利擁護活動に長くかかわってこられた岡田千尋さんに、やさしくわかり
やすくお話していただきます。私たちヒトという動物と、この地球に共に生きる仲間である他の動物たちとのよりよい関係性について、
考えるきっかけになればと思います。
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